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第4報腎臓ノ E』四sminoris resistentiae戚染エ笥スル「9クテシ」及ぜ「コクチゲシ」ノ最小11防量ノ確定…..g 
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第6報腎.ノ Lo叩 sminoris resistentiaeノ威染エ針スル原「オムナヂシJ及ピ叢「オムナヂシ」ノ震防教呆…・・富
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歯車E組織ノ抗元性＝閥スル碗事担
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第3鍾 at'lll粘液肉腫生繍液中＝含有セラレタル「イムベヂシJ'＇豪蒜嘉言互リテ破却セ 7Jl-JI-ヤ・ 命
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•2報 Ill液ヲ以テノ貨験
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第2報超短被ノ小腸遮動＝及ポス影響，特ニ自律瀞経系トノ醐係＝就テ……・・・...・H・...........……・・…・....・－・・・字国川
第3報超短液ノ宵fl動エ及ポス形容，特ニ自律神経系トノ閣係ユ就テ H・H・..............・M・－…－－ …，H・H・－ H ・M・－・・字田川
筋4報 超短波ノ大樹運動ニ及ポスfj響u・・…・・・・・…...・H・－－－－－－…...........・・・山……...・H・－－…・…山・山…・…－ ……・・・字国川
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岡遺*l'ノ彰響…・・・……・…・・…ー….................……・・・・………－－…...・H・－－－－….......……...・H・.....・H・－・・・・・・・・字田川

第6報 超短波ノ胃液分泌量並品開酸分泌＝及ボス影響 （共ノ二｝毎日漣射ノ影響・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・……・・・・…・・宇田川
超短波r阿波分諸機能Z及ポス影響ノ臨跡的混察・・・....・H・.............・・…・・・・・………… －－…....・H・－－…・山…・…・....・－・字国川
超短波ノ貨車量的請を兎同潰Di治滞現象＝及ポスJg響........….....・H・－…・・H・H・...・ H・－－－－－・・M・M・........・H・......・H・－……・宇田川

【鴎康】
外科的疾患愚者エ於ケル「グイタミシJA, B1並＂＂c代謝ニ就テ……・…………－ －－……・………………...・H・－・・・村上治朗（504)

【臨床レ線串】
「エシツヱフアログラム」＝於ケル正常的及ピ病的ii!議像…・0・・ u・.........・a・.......・H・－－－－－－－－－－－－－－…...・H・H・H・－－－－－－・・・荒木千里（515)
外科的疾患ノと線診断トYノ手術所見（J）…...・H・－…・ .......・a・－－－－－一…....・M・目白・・…....・H・....・H・........・・….......藤涙修一（522)

【臨康破談】
鐙』E壊死組車置ニ雪量生シタル瓦斯r7 レグモーネJノ I.~：……字国II! 博． 上行並ニ下行結腸，直脇手術ニ笥スル腹壁切開法ユ
~~·：··・H・－森欣一．….......・…・….......・H・－ ...・・H・M・－…H・H・......・H・...・M・－…・・………H・H・H・H・...・M・－…………...・H・－…・（蜘｝

【臨康診断ト手術所見】
肝臓w腫（Cystenleber）…・…房岡径三．…...・H・.....・H・－….....・M・－－－…・・・・H・H・...（見9)
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A. v. Eiselsberg教授ノ死ヲ悼ム・………........ H ……・・…H・H・....・M・.........・H・…山山……・・・・・……・・・青 柳 安 誠（533)
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周目庁兎授皮下＝於ケル惨液性免疫ノ研究
第 I報 局所完疫皮下＝於ケル資色稲荷；伏球薦ノ最大喰磁作用＝必要ナル同名欝

L コクチグン 1~攻脊ノ貼用時間 二就テ…………………ー…一....・ a・－・…・… 川部英夫（537)
第2報健常皮下俊液＝於ケル筑色稲荷J伏球菌ノ喰盤作用ヲ指標トセルI司4!i菌

Lイムベヂン1ノ立設・・ ー・・ ー－ …...・ a・－…… ・・…・……・－………・… 川部英 夫（551)
第3報 局所兎疫皮下＝於ケル黄色稲荷鉄球一節ノ最大喰趨作用＝必要ナル問名菌

Lコタチゲン守軟膏塗按時間ニ就テ.....・ H ・－－……....................…・…・・・… 川部英 夫（554)
第4報 局所免疫皮下＝於ケル最大しオプソ＝ン守作用ノ設現＝於ケルLワクチン1

ト煮Lワクチン1トノ比較…ー ・…．，…・…・……...・ H ・....・ H ・－ －－－…・…・・Jll 部 英
第5報局所兎疫皮下＝於ケル特殊Lオプソ＝ン1作用＝封スル葡萄糖／影響a・H ・H ・川部英
繁6報克疫元軟膏塗擦E占用局fifr皮膚ノ皮下結締織中＝於ケル智強Lオプソ＝ン守

作用ノ菌種特殊性・・…..・e・－・…・…・…・・・…・・………・…… H ・a・.....・… 川 部 英
E苦手重腸運動先進剤ノ家兎正常及ピ腹膜炎性腸管運動並＝－ll'J'・吸及ぜ会身血膝＝.]f{ポZ
影響…・，………・・…...・ H ・..........…......・……………....・ H ・－－一・……．．，…字阿 川
貧験的書留絢君主作ノ研究
第一銅 脳資質ノ損傷ト痕準君主f乍ノ関係＝就テノ貨験的研究………ー・・・…...・H ・－石
第二編 脱貸質ノ各符i溶液ニ'.IN＂＇＇レ融 f野性＝閥スル貸験的碗究・………－…・・・・・ 石
陳欝性膿胸遺残死際ノ：兎疫 ｛村 上治朗 市
1. 白書長Lヨクチゲン17以テセル研究 ・・・・・・・・…・・・…－－…一｛宇野 党 徐

1馬目 ー
｛村上治朗市川博 信

2.結核菌Lヨクチゲン17以テセル研究・ぃ・－…－－－…......－＜字野 党 徐 丙 守（641)
1馬目 ー

【臨床】
f上野原後性胃肉脆ノ 3例 ． ..... ... ... .. . ...…… ...... い ・.......…・・…｛合屍

良性繍益性乳房肥大蛇ノ 1例 …・－…......・H ・－－……...・H ・........・ H ・H ・.......・ H ・－・…ー市 Jll
出血性素（;i,:j＝.ますスルLヴィタミン，cノJ有究支社＝就テ・....・H ・－－…・…・……… ....・ H ・－－－－ 村 上
股！胸性脊柱世Ill符f.E及ピ其ノ原因論的考祭a・・リ・…－……－－－…...・ H ・－－……………吉 岡
腸間膜動I»~性十二指腸閉塞淀ノ I 治験例・…・・・・・・・・・・… ・……・・…．，．…・ 0・・H ・H ・－－… 、吉 岡

【臨康械設】
胃潰蕩穿孔手術後隣汁獲ノLプイヨ ンガーゼダンポンマ＝依ル治験f同I・e・...野間 !J'). 議様突起粘
液幾脈＝依Pレ廻腸終末部ノ1絞挺性Lイレウス寸f古fト其ノ愛生機持ニ閥スル考察・…－長岡 浩． 生
後13日乳児ノLへJk＝.ア守護内魚様突起炎ノ 1治験例・…・森下哲也． 結系捻車事症ノ 1例 ・・・・横山
正夫． Albers-Schonberg民病ノ血液場的知見補遺・…金筋 ,fil............…...・H ・－－－…・...・ H ・....・ H ・.(715) 

【臨床診断ト手術所見】
隣副長腹痛ト諜ラレタル孤立性腎自厳禁麗…田 a藤間十自（＼. 急性掛様突起炎ノ臨床症獄ヲ墨セシ卵巣
.阻破裂ノ 1例．．，杉野良三． …－………………… ・・・・...…・・ー・ 0・…・・…・・…… H ・H ・－リ・リー (720) 

【穆纂】
主主主主土・豆土旦二土の書簡集から …・・・…・・……・－……一・ー…・…．，…－… ト 庵老 生（723)
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京都帝園大撃醤皐部外科製教室内

日本外科賓函編輯室
( Arch. i叩.c愉．）



成
】

ヲ
プ
ス
チ
グ
ミ
ン
は
「
メ
タ
オ
キ
ジ

ア
エ
ニ
ル
・
ト

9
メ
チ
ル
ア
ン
毛
ニ

ク
ム
・
メ
チ
ル
ス
ル
’
ア
ア

1
ト
・
ヂ
メ

チ
ル
カ
戸
バ
ミ
ン
酸
エ
ス
ア

Y
」

の

0

・0
五
%
注
射
液
に
し
て
該
化
合

物
は
「
フ
イ
ゾ
九
チ
グ
ミ
ン
」
等
に
見

る
如
き
諸
器
官
に
針
す
る
副
作
用
な

く
効
力
強

t
一
定
な
る
融
黙
を
示
す

純
粋
な
る
化
皐
的
合
成
結
晶
な
り
。

門
書
治
効
用
】

ワ
ゴ
ス
チ
グ
ミ
ン
一
∞
を
注
射
す
る
に
下

腹
牧
縮
感
を
伴
ぴ
注
射
後
二

O
l一ニ
O
分

後
に
儒
動
充
進
最
大
K
撞
し
鹿
嶋
、
排
気

排
使
の
作
用
を
表
す
。

【
遭
鹿
症
】

手
荷
後
の
腸
管
麻
庫
、
鼠
腸
、
排
尿

困
難
、
ア
ト
二

I
性
便
秘
、
移
動
性

畏
S
宇
結
腸
症
、
産
縛
時
、
子
宮
酒

腹
膜
炎
等
の
敵
腸
、
節
無
力
症
其
他

の
筋
萎
縮
等
。

包
装
一
四
五
管
入

五
O
管
入

，『

集

一・八
O

一五・
0
0

⑧
 祭
塩

野

義

商

店

大
阪
市
東
底
遁
修
町

東
京
市
但
本
橋
区
本
町

繍
掛
図
牽
天
松
島
町

V-2 
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強品、剤の最高権威
彊品、呼担興奮剤強力・カンヲル新誘灘体 。司：＼~：）

曜研カン1xf~li
【E事るべき豆大特長】

＠本剤は化事的純合成品なるが敢に その内容及び効果は常K一定不’llC
して債格主た頗る低席、，

＠本殉lは直接心臓に働き金然初期の抑制作用を俸はT ~（必鴎楓舗を医
盛ならしめ低血.は上昇し高血Jgは下降せしむ

＠ 本F早川呼吸中植を興奮せ！...~ 呼吸促主主せるものはjl:t-IC呼吸.を減少
＼..~聖書事なる呼吸を噌深す

①本欄の呼級興奮作用は在来の!IM、剤に比し断然優秀な’
＠本則は盛内吸放後何等有害なる副作用な《組重t安会なると kを確.書る

【鐘直接】

念性心臓衰弱一般心臓疾患血行問碍，，.・
劃笠虚脱獄態呼吸園建隠申書E急性侮染篇
d、見疫痢絡の場合

1.0・o5管（l.00) 1（）響く1駒郡管（8.均
2.0・cs唾G助 10曹（3.50) 駒管（）5助

製遁元財圃臥理化皐研究所

代理店齢制藤海友吉商店
大llli:市東匝道修町

齢制回通元三郎商店
東京市日本編E本町

BCXOT141 

鈍正fJ..る照射ヱルゴステリYの箱”油溶液
油剤は50000(1際単位合有

藤j畢ヒタミンD剤

オポラー ｝~
泊剤 !Occ(1. 70) 50co( 7 .50) 
錠帰 100錠（1.30) 500錠（5.80)

量産婦は毎錠25,(Jo圃隊車位合唱『

【鑑賞窪】

偶像病腺病賓骨軟化定結様性鰭疾患
貧血骨折踊歯鰹謝！買テタ＝－ 11王煩
及授字UUI温.レンーゲン涜寵ー般演
箔火傷等

主・..車....・...





外科用ピヴゲヲシン
本聞は新鮮なる麟下垂休後葉よ b有数金成分i'抽出せ

るものにして産科用ピツグラシシに比し約二倍強力の

作用あ~ lee中確賓に20園際車位を含有する 師ち手

術後の勝彦血の場合腸僻動を高め放民排便に利し止血

の効をも併有する また尿閉塞の場合には跨肱のトー

＂＇スを調節し自然的排尿に至らしめる

E遁慮症E腹腔内並びに骨盤内臓器手術後に繍費
する尿閉腸管廓剤事及び出血夜尿.

尿崩症等

盤射訓l I.Ceo 泊（4.00) 10・（12.00)

椋式曾枇 、藤津友吉商店

大阪市東区道修町

東京市日本橋区本町

家妓府西小門町

奪天市大和匡加茂町

痔疾・潰•·一般創傷

特妓治療剤

、，~ミチシ

l')(Hl伺

古来より火傷創傷に偉効を奏した卵

黄1由の代表的製剤として痔桜・痔fl
を始め一般潰~性疾患に童話し消炎鎮
痛乾燥の効頗る迅速確貨である

【軟膏】一般潰癖外科~Hf 火傷
凍傷汗徳蔵fl其他紅門外郊疾患

tOr<0.45) !lc<O.旬） JOOg().00) S泊1(5.0Q)

~護】 内外痔核痔闘血庇門主制
痔療分娩後の股紅曾陰製傷害事

E個（0.45下山個(J.75) 勾個（2.10) 100閣（5.00)
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仁
の
含
有
量
濃
厚
完
全
な
る
静
脈
注
射
液
の

完

成

が

熱

釜

さ

れ

た

・

：
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・

・

そ
も
／
、
葡
萄
蹴
球
菌
・
圃
哩
舗
脱
帽
空
薗
・
犬
晦
廊
崎
叫
ぴ
淋
菌
に
劃
L
ズ
ル
ア

オ
ン
ア
ミ
ド
剤
は
中
古
陣
内
に
於
て
は
或
掴
物
質
に
理
花
e
A
、
れ
・
書
圃
砲
な
〈
．

カ
を
滋
揮
す
る
も
の
と
想
見
さ
れ
℃
ゐ
る
＠
然
る
に
・
血
夜
中
に
訳
速
に
晦

収
さ
れ
易
き
註
射
措
慣
が
是
も
湾
想
な
る
に
不
拘
・
内
版
画
需
に
均
L
従
飛
歓
迎

せ
ら
れ
ざ
り
し
所
以
は
周
期
れ
・
も
鉢
加
速
か
に
し
て
一
定
時
閣
の
所

ga溜
に

泊
へ

7
．
加
之
、
仲
車
鱒
遁
に
何
等
質
更
を
加
へ
ず
そ
の
鑓
開
眼
注
射
措
慣
と

な
す
事
は
局
ど
不
可
能
と
思
惟
さ
れ
て
ゐ
た
震
め
で
あ
る
・
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月
刊
雑
誌

日
本
循
環
器
病
準
一

本
邦
内
科
皐
の
分
科
中
断
に
消
化
器
病
、
惇
染
病
、
結
核
、
内
分
泌
共
他
多
数
の
皐
舎
が
あ
り
、
叉
泰
西
に
於
い
て
は

循
環
器
病
皐
曾
が
巳
に
十
年
乃
至
二
十
年
の
歴
史
を
有
す
る
に
拘
ら
争
、
、日
本
に
於
い
て
は
従
来
必
要
を
叫
ば
れ
乍
ら

色
調
立
の
運
び
に
立
到
ら
な
か
っ
た
事
は
寧
ろ
不
思
議
の
戚
が
あ
り
ま
す
。
蕊
に
同
皐
諸
賢
の
賛
同
を
得
て
本
皐
曾
は

昭
和
十
年
四
月
に
創
立
せ
ら
れ
、
昭
和
十
三
年
四
月
第
十
同
日
本
皆
皐
曾
に
於
い
て
は
共
の
一
分
科
と
し
て
線
曾
が
聞

か
れ
た
る
新
進
の
皐
曾
で
あ
り
ま
す
。

本
雑
誌
は
一
方
は
皐
術
接
表
機
関
な
る
と
同
時
に
他
方
は
賞
地
家
諸
彦
久
劃
稿
と
し
に
臨
林
雑
誌
た
ら
し
め
臨
林
綜
設

内
外
文
献
抄
録
な
ど
を
掲
載
し
、
主
ハ
飽
裁
も
亦
濁
逸
の
臨
林
週
報
（
百
古
一
凶
門
町
内
君

2
z
a
n
E
P）
に
倣
ひ
且
新
味
を
帯

び
多
位
な
る
聾
人
の
遁
請
の
便
を
工
夫
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

，右
雑
誌
使
命
の
在
る
所
を
誌
と
せ
ら
れ
奮
っ
て
御
入
曾
御
援
助
あ
ら
ん
事
を
切
望
致
し
ま
す
。

日
本
循
環
器
病
皐
曾

一
、
舎
費

一
、
申
込
所

日京
本都信
循帝十
’環図
器大
病皐
皐醤
曾皐園
部

五

内
科
皐
第
三
講
座
内



役稽規定

O本誌は毎年1月， 3月， 6月， 7月， 9月及び11月の1日に還を行ナ。
0原稿は欧文，和文，何れにでもよし。和文原著には欧文表題欧文抄録及び内容抄録（和文）を添附
せられた〈欧文原著には和文表題及び必ず和文抄録を添附せられたし（臨床原著も之に準ず）。

0原稿の用語中，岡有名前はすべて聞有の文字を，叉数字はすべて舷馬数字を使用せられたし又
・' Lセンチメーテル守は糎を， Lグラム1は瓦を，立方Lセンチメーテル『は銘を使用せられたし。

0原稿『I•の掃重，曲線等は必ず原稿紙以外に更に別紙として墨汁又は製闘ffh インタ守にて書かれた
し。欧文はL~ イプライター守を使用せられたし。

0原稿掲載して12頁迄は無代なるも，それ以上は1頁につき，焚費に準ピて金5園也以内を申受〈。
叉附闘別表等の印刷はその貸費を申受〈。 12頁以上の原稿にても，これを 1周辺頁宛に分割して
掲載する事を承認せらる L場合は無代とす。

0原稿の音量表は到着順によるも，念を要せらる L向は，特別編載料として1頁につき金5図也以内
の'.it費を申受11直ちに音量表致ナペし。
0執筆者に於て，別刷御帰望の方は，御寄稿と同時に特に附言せられた＜ '・ 39部迄は無代贈呈致す
べきもそれ以上は貸費を申受〈。

0原稿は京都帝闘大事慶事部外科修教室，外科賓函編揖室宛，御皇室附下されたし。

i定｜ 一部 錦剛搬 郵稔不要
｜ 一ヶ年分 金六 回 郵稔不要

i債 j曾員外孟シテ本誌講讃希望ノか、直接本合又ノ、捌所宛ユ申込マルベシ
唐｜普通商 ー 頁 金拾 2多国
ム｜特別箇 ー 頁 金武拾岡
竺｜表紙 一 頁 金参拾図
軒 ｜ 綴込際告料 一 枚 金拾五困

日
本
外
科
費
函

贋告取扱 大阪市東区京橋三関岡商店庚告部

昭和・－J－四年十二月it五日印刷
昭和1十五年一月一日量産行

京都市左京直浮土寺民知町四

編構余波行者 西 村 政

京都市中京E柳馬場通三僚南入
踊井松

京都市中京医抑馬場週三線南入

株式曾祉

京都帝聞大串曹製部外科墜教室

日本外科費函編輯室
（猪子・伊藤雨教授記念舎）

振替口座京都 36 9 1呑

東京市本郷医若手木町三丁目

南江堂警ー店
電話小石川三豆一0・振替東京一四九

京都市中京区寺町通御池南

南江堂京都支店
電話本局二G三0・振替大阪一一五O五

京都市丸太町通河僚町東入

岡 井書店
電話上二九九七・銀替大阪一七二七七

良E

助

太

之者勝l~p 

卓也、

主主玉似所昂。

所

f.(J 

広川，
F
F
’
 

行

捌

愛

安

同

同
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J’J’ きz ~ S.＆’ qぉi:i.,,≪網島ヲ
ー’－’蓄量言蓄量A
1'守宅，'f
1:5ts 電信

射注下！史
3来出の

水
溶
性
蒼
鉛
癒
徴
剤

－銭ハ
0
・一弐〉一。韓国
2
・8

－一競合・一一－

5
5管
四
・
8

各
競
品
品
川
無
菌
溶
解
水
一
二
ご
o
管
添
附

ハ
包
縫
〉

ス
ル
ホ
Y
ア
竜

V
淘
の
漫
見
に
よ
－
n
淋
疾
治
療
も
飛
躍
的
の
進
歩
b
z

見
る
に
至
っ
た
が
、
決
定
的
な
る
治
療
に
は
局
所
療
法
の
併
用
が
必

要
で
あ
る
・

オ
ト
タ
グ
ス
は
念
性
初
期
の
炎
症
の
激
烈
な
る
時
に
於
て
無
痛
に
注

入
L
得
ら
れ
る
伽
ら
、
局
所
は
淋
菌
の
生
存
繁
殖
に
遁
せ
ず
し
て
鯨

箇
獄
態
と
な
り
頓
強
的
治
療
の
目
的
を
達
す
る
も
の
で
あ
る
・

援
資
元

大
阪
・
道
修
町
怨
田
建
五
兵
衛
商
店

チ
オ
ピ
ス
は
唯
一
の
水
溶
性
蒼
鉛
剤
に
し
て
筋
肉
と
共

に
皮
下
に
注
射
し
得
ら
る
。
而
も
使
用
時
の
疹
痛
な
〈

硬
結
を
遣
さ
ず
放
に
婦
人
に
於
て
は
注
射
部
位
の
選
揮

に
憎
む
こ
と
な
〈
容
易
に
使
用
し
得
・
ア
ン
ギ
E
ナ
に

針
す
る
時
効
は
臨
床
界
の
驚
異
と
激
賞
さ
る
・

チ
冗
a: 
叉

接
貰
元

怨

国

連

五

兵

衛

商

店

大
阪
市
東
匝
道
修
町

ox 12 
TB 40 



油

製

造

震

直

周

元

国

側

蹴

塩

野

義

商

店

四

大
阪
市
東
区
道
修
町
一

支

店

東

京

・

奉

天

町
の
4

・

nu
圃

コ
ル
－
－
ヂ
シ
は
純
圃
壷
ピ

ヂ
エ
チ

l
y
ア
ミ
ド
の
二

9
ヂ
シ
、

ぺ

1
タ
カ
U
F

ポ
ン
酸

十
五
%
水
溶
液
に
し
て

カ
シ
フ
ル
に
比
し
、
よ
り
持
績
的
に
強
大
な
る
強
心
作
用
と

ロ
ベ
リ
み
に
比
し
、
よ
り
強
力
た
る
呼
吸
中
桓
興
奮
作
用
と

♂
を
併
備
す
、
卸
ち

呼
吸
及
脈
管
中
揮
、
心
臓
並
謄
皮
質
に
作
用
し
呼
吸
、
循

壊
、
利
尿
一
般
障
碍
に
封
し
迅
速
遁
確
に
治
療
的
数
果
ぞ

接
揮
す

【
遁
庸
建
】

慢
性
血
行
障
碍
・
心
臓
機
能
不

全
，
各
型
脚
策
、
腎
臓
疾
患
、
各
種
肺
炎
、

気
管
校
性
暢
息
、
呼
吸
困
難
、
念
性
虚
脱
欣

態
‘
シ
ョ
ッ
ク
失
神
、
体
染
性
疾
患
に
よ
る

必
臓
衰
弱
、
手
術
前
後
の
呼
吸
及
循
環
障
碍

諸
種
襲
物
中
毒
、
瓦
斯
中
毒
等

注射液
(lee) GA 1.00 

JOA 1.90 oOA且5G
100A 16.00 
(Jee) 10Aι20 
内服液

1Cee 1.20 lOOee 8,50 
OOOce 40.00 ’ 



投稿規定

O苓誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月の 1日に波行す。
0原稿は欧文，和文，何れにでもよし。利文原理警には欧文表題欧文抄録＆.ぴ内界抄録（布l文）を添附

せられたく欧文原著には和文表題lf<ぴ必ず和文抄録を添附せられたし（臨床！反蒋も之に準ず）。

0原稿の用語中，岡有名詞はすべて間有の文字を，叉数字はすべて綴馬数字を使用せられたし又
ιセンチメ ーテル寸は糎を， Lグラム可は瓦を，立方Lセンチメーテノレ可は施を使用せられたし。

0原稿’，，の掃:m，曲線等は必ず原稿紙以外に更に別紙として墨汁又は~闘用Lインタ 1にて書かれた
し。 欧文はLタイプライ !1-，を使用せられたし。

,0原稿傷載して12頁迄は無ftなるも，それ以上は 1頁につき，食費に準じて金S園也以内を巾受〈。

叉附闘別表等の印刷はその1を貨を申受〈。 12頁以上の原稿にでも， ζれを 1f司12頁多ilr.::分割して
掲載する事を承認せらる A場合は無ftξナ。
0原稿の音量表は到着順によるも，念を要せらる L向は，特別掲殺料として 1頁fちつき金5図也以内
の食費をFfl受けI直ちに霊童表数ナベし。
0執筆者に於て，別刷御希望の方は，御寄稿と同時に特に附言せられたし 30部迄は無代贈呈致す
べきもそれ以上は貸費を申受〈。

0原稿は京都帝l鋼大事密事部外科書際教室，外科貧函編斡室宛，御怠附下されたし。
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AR CHIV 

JAPANISCHE CHIRURGIE 
XVII. BAND, 4. HEFT, I. JULI 1940. 

日本外科賓幽
第 17巻 第 4 披
昭和 15年 7月 1日韓行
一一一一一一ト：：：＞＜＞→ーー・骨帽時『トc:::>CJC:四ーー一一一一

＝戸＝内容目攻＝＝＝

【原著】
家兎貨験的限結核＝於ケ＇／レ BCGト結核菌 Lコタチグン1 トノ議防数果ノ比較
第1報 BCGトJ結核菌Lコタチグン1トノ議カノ比較.，..・ H ・.....~ ....・ a・－….....・ H ・－－藤原紫郎（747)
第2報結核膏Lコクチゲン守＝依Pテ達成シ得ル最大兎疫程度＝就テ…....・H ・－－…藤原紫郎（759)
告書3報 BCG：依リテ達成シ得ル最大~疫程度＝就テ 並＝克疫獲得ノ：金位相

＝於ケゾレBCGト結核酋Lコタヂゲン寸トノi致カノ比較，...・H ・.........・・・・・・…・藤原紫郎（781)
告書4報前房苦11'-jf!IJ限ト無穿事j限トノ：完投調査を果ノ比較主主＝此際＝於テルBCG.ト結
挟古車Lヨタチグン吋トノj紋果ノ比較ー血中産生抗結核菌克疫物質ヲ指標ト
スル BCG ト結核蘭Lヨタチゲン寸トノ数カノ謝比一……・，...ー…····•······藤原紫郎（806)

BCG生首液ト BCGLコタチゲン寸トノ克疫安全果ノ比較
第1報肺臓内注射＝依リテ産生セラレタル抗結核薗靖容素ノ比較....…・・……・・藤原紫郎（843)
第2報 BCG見疫元ノ肺臓内注射＝ヨ Fテ獲得セラレタ Jレ全身性結核菌感染抵
抗力ノ比較............….....・a・－…………...・H ・....・ a・H ・H ・........・ H ・－－…・…藤原紫郎（857}

甲歎腺方・組織再生＝及ポス影響＝就テ
其ー骨損傷ノ；場合，...・ H ・....・ H ・........・ H ・－……....・ H ・....・H ・－－…....・H ・－－－……・有本 動（871)

貧験的金身感染症＝於ケル検血
告書1編輪血後＝於ケル血清ノ Bakterizidie＝.就テ…......・H ・............・H ・－・.......…房岡隆三（906)

【臨床】
消化管滑卒昔話腫ノ3症例
ー一質事1鋸 胃滑平筋腫...・a・H ・H ・.........・ H ・・...........・ H ・－……....・ H ・－…・...・ H ・－－…・・市

鵬性膿胸患者ノ肝臓機育E並＝肝臓ノ組織準的易化＝就テ圃 内 ..........  ｛全
大理石骨病（Aibe:rs-SchOnberg民病）ノ血液撃的知見補遺…・・…・…......・H ・－…－－…・金
胃運動／貸織的根察法，特＝胃固定箆＝依ル胃運動曲線措置法＝就テ…........・ H ・…・・峰

【臨床レ線串】
幽門及ピ十二指腸起始都＝於ケYレと線検査法
〈幽門狭告書ト十二指腸狭窄ノS差別診断）…....・ H ・....・ H ・－－…....・ H ・.............…・……石野琢二郎（1011)

【臨床磯設1
1J、勝々橋隅角部陸揚2異型例…・・藤岡十良＼＼. 結核怯限局f主眼気胸ノ治験例…...村上治郎・ 肺
炎菌性腹膜炎ノ 1例......蘇景陽． 腸骨寓膿疹ノ切開援）照療法…・・・長岡浩 E庁調Arthtopathia
-1soriaticaノ1例……友図書事治． 掌及ピ指骨＝雪量生セル軟骨艇ノ 1例.....~閣議治． Lチアス1
性梼骨骨髄炎ノ 1例ー…・・渡司法三喜男 Arthrogryposis muliplex congenitaノI例…・・渡逸三喜男．……（1019)

【臨床言室町ト手術所見】
E宇膿蕩……杉野良三・ ・・ H ・H ・.....・ H ・－…....’ H ・a・－－－…・…....・ a・－…・・.......…・……....・ H ・......・ H ・－－－…・・・ (1028) 

【皐曾】

【雑纂】

【曾員動静】

d
2
1
7
8
 

v
D
a
u

”i
nリ

A
W
U
Q
W
Q
U
A
U
U
 

信
星
作
星
勝

博

孫絡

将

川

原

州、，...，，..，..，.，、N、，v、，Vゆ d、N、州自N、州、内，、何

INOKO-ITO-VEREIN 
KAISERLICHE CHIRURGISCHE UNIVERSITAETSKLINIK 

KYOTO JAPAN 

京都帝国大接醤撃部外科準教室内

日本外科賛函編輯室
r Arch. iao. Chir. ) 



ARCH IV 
FOR 

CHIRURGIE JAPANISCHE 
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第 17巻第 5披
昭和 15隼 9月 1日韓符

一一－一一一~トーヨ酔主ー崎帽時＋圃：：：»－ーー一一ーー

＝＝＝内容白衣＝＝＝
【原著】

保存血輸血ノ臨＊的経験 ( 
第1銅氷室内保存血輸血ノ血歴，醐，呼吸，慢滋＝及ポZ j支

影響…・・ H ・M ・....・ H ・.......・a・H ・H ・－…....・ H ・－…....・ H ・.....1須
1長

質験的全身感染症＝於ケル給血
第E編論血後＝於ケル網扶織内被細胞系統ノ機能＝就テ・・ H ・H ・H ・H ・......・H ・－－－－…・・房
第E編縁血後＝於ケル血液像ノ！艶化並＝勝重帯減＝就テ・...・H ・－－… 1・H ・H ・...・H ・...房
甲獄線jj'組織再生＝及ポス影響＝就テ
英二軟部損傷ノ；場合…...・ H ・.....・ H ・－…....・ H ・－…・・ H ・H ・－……・...・H ・....・H ・－…・…・・有

膝蕩組織ノ抗元性＝関スル研究
第5銅家鶏粘液肉腫Lアルコホル可拍聞物質ヲ以テセル補侵結合反膝・ H ・H ・・・・・・・H ・－・伊
第6編家兎肉腫LアルコホF日抽出物質ヲ以テセル補傍結合反感...・H ・............・H ・－伊
第7編入乳房肉腫Lアルコホル1抽出物質ヲ以テセル補修結・合反Bf!....・H ・－…・……伊
人世＝於ケル抗腸Lチアス可菌鰹皮兎授ノ研究
第1報鰹皮兎疫前虎置＝績遊具ル血中ノ各種抗種・・H ・H ・.....・ H ・H ・－－…...・H ・－…・・・永
第2報免疫元軟膏中＂＇ L トロパコカイ ~， "I混和セル場合ノ血中産生抗慢＝就テ・・・永
第3報人種＝於ケル経皮兎授ノ数果ノ立謹…・…....・H ・－…….....・ H ・－－….....・H ・－－－永
苦再生報経皮完疫＝依9テ獲得セラレタル後天性会身性白働兎疫ノ持績期間＝就テ永
感染錘墜助膜依損部ノ治癒＝就テ……...・ H ・－……H ・H ・........・H ・...・H ・....・ H ・....・ H ・－…・苧

【臨床】

座式膿胸手術選栄勝室内空気注入用手術蓋ノ考案
附膿胸排膿時ノ強位＝就テ・ H ・H ・....・ H ・.........・ H ・.......・ H ・.......・ H ・........・H ・...・ H ・－－－石野琢こ郎（1265)

沼化管滑卒筋腫3症例
第2銅十二指腸滑平筋肉腫....・ H ・....・H ・.......・H ・・・・・・・H ・....・H ・........・ H ・....・ H ・....・ H ・市
手術ノ前後…・・H ・H ・....・ H ・....・H ・....・H ・....・ H ・...............・H ・........・ H ・…....・ H ・－…・・・青

【臨床積器】

術前＝総腸間膜ノ存在ヲ知9得タ高度ノ廻盲部重積症…・・長岡 橋，古谷ノ、マ・ 外傷性念性隊
臓壊死ノ 1例…－－－西村敏雄． 手術後金身車事移ヲ惹起セル Hypernephromノ1例…・・・渡透三蒋男．
多愛性先天性関節強直ノ 1例・…・三吉武敏，山岡憲吾． 干写室造性骨髄炎ノ骨痩＝霊量生セル扇卒上
皮痕／ 1例ト骨痩閉鎖法＝闘スル1知見……山岡憲吾． 脊鎚内陸蕩（血管内皮細胞mroノ手術治
験例.....金勝星・・・ H ・H ・........・H ・....・ H ・....・H ・....・H ・－－…・・・・・・・・・H ・....・ H ・－……....・a・－………...…・（1281)

【穆纂】

【曾員動静1
N、，.，，.，.由州、州、州帆，》日内相
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AR CHIV 
FOR 

JAPANISCHE CHIRURGIE 
XVII. BAND, 6. HEFT, I. NOV. 1940. 

本外科寅幽日
第 17巻第 6 披
昭和 15年 11月 1自慢行

＝＝＝内容目攻＝

【原著】
Brown-P!!arce氏陸揚ノ研究
第 1報試除智内喰菌.!ll象＝及ボス Brown-Pearce民腫第／ LイA ベヂシ守作用・－…徐
傍2報 減血中凝集雪農産生＝及ボス Brown-Pearce氏腹自首ノ Lイムペヂ♂作用－…・・徐

第3報流血中凝集索皇量生＝及'3＜λ健常家兎撃丸ノιイムペヂンYl'Jfl・－－…… ……徐
第4報溶血索産注＝及ポ；；..Brown-Pearce氏腫務ノ Lイムペヂン守作用・…

第6報溶血繁産主主＝及ポス健常家兎皐丸ノLイムベヂン寸作用…・・
第6報務血索産生＝及ポス Brown-Pearce氏陸揚及ピ家兎健常皐丸ノ Lイムベヂ徐

y寸作用ノ遁加・
第 7報血中沈澱素産生＝及ボス Brown-Pearce民腫疹ノιイムペヂン1作用・ H・H ・－－徐

第8報 血中沈澱素ノ産生＝及ポス健常家兎宰丸生・煮雨浸問液ノ作用・・・・・・・H ・H ・－徐

貧験的金身感染症＝於ケル輸血
第IV鏑給血ノ作用機事事＝就テ・…....・H ・...・H ・－…....・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・－…H ・H ・－…・房岡陵三（1366)
附 漣綴織血＝就予・H ・H ・H ・H ・.....・H ・－－－－…....・H ・－…....・H ・－…・....・H ・－…－－…… 房阿隆三（1392)

字L見＝於ケル肥厚性幽門狭傘fiE＝－釣スル幽門成形術ノ1't験的研究...・H ・.....・H ・・・・・・・・H ・. l号岡隆三（1405)

保存血輸血／臨床的経験 ｛竹下篤夫，合屋末千代

第2銅君主：弘三？？男手県伊平：．厚手’..~~＇. .. ~~ ... ~大橋義之，李 蹴吉（1416)
）須古明 E，村山 勉
t長谷弘

各穣胸廓成形術ノ血mへ及ポス影響＝就テ…...・H ・...・H ・...・H ・........・H ・－…H ・H ・.....・H ・－竹
血中動員抗健量＝立脚Zル後天性獲得全身自働苑疫程度ノ立m並＝抗腸ιチアス可菌軟
膏克疫ト皮下位身閣疫トノ比較
第 1報 血中産主主特殊Lオフ・Y手ン可ノ：最大値＝立脚スルLコクチゲン』ノ皮下注射宛

夜ままト軟膏兎疫法トノ比較...・H ・－…....・H ・........・H ・－－…............・H ・.....・H ・永

血中Jl:生特殊凝集素ノ最大f直＝立脚スルιコタチゲン寸ノ皮下注射克疫法ト
軟膏克疫法トノ比較……
免疫前鹿鐙後3側月＝於ケル試験ノ血中抗修動員能力＝就テ
附暫定的抗慢放 ト11i1J貝抗慢泣トノ封比・…・H ・H ・－－…….....・H ・.......・H ・－永井苑

第4報兎疫的前民主置後6例月終過試飲ノ血中抗惨動員能力ノ吟味・・H ・....… .....・a・永井苑

Lグイタミン， Bi ／脚民炎ソノ他刷版術後胃腸麻搾z劉：：＜.Jレ著明ナル治主主＝閥：：＜.Jレ ， 

臨床的資験的研究・・・・…・・・…・・・ …H ・H ・－－ －－ － －－…・…......... .. . ....... t村 上 治
l字阿川
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弁

弁
第2報

害事3報

消化管滑卒筋腫ノ3症例
害事3鏑姐腸情不筋繊維腫...・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・....・H ・..........・H ・－…リH ・H ・...・H ・市川

Schnitzler民痕樽移7思ノ、シメタル Hegar氏航候ヲ伴へJレ結核性腹膜炎ノ I例＝就テ相川

正常胃ノ軌廻事事＝就テ
（』三線像＝於ケル胃ノ輪廓）・・・・・・H ・....・H ・...・ a・H ・H ・－－－….....・H ・....・ a・－…・…・・...・H ・...石野琢こ郎（1508)

手術ノ前後（第2都）・…・－ －ー……....・ H ・…・・ー・・…・… …… ・……....・ H ・－－……・・青柳 安 誠（1517)

【雑纂】

【曾員動静】
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KAISERLICHE CHIRURGISCHE UNIVERSITAETSKLINIK 

KYOTO JAPAN 

京都帝国大事密接部外科皐較室内

日本外科費函編輯室
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